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ムと複合レジンの硬化試料およびレジン成分試薬を pH6.8のリン酸緩衝液 (K P B) に，それぞれ 2 週
間および24時間浸漬し各溶出液を調製した。 Str. mutans B 13株の培養上清を硫安塩析して得た組酵
素GTase と[14 C J ースクロースに各溶出液を変量して添加し， 370Cで18時間反応後，不溶性グルカン
合成量を測定した。次に，レジン成分の Str.mutans B 13株に対する最小発育阻止濃度 (M 1 C) 及び
最小殺菌濃度 (MB C) を測定し，抗菌力の大きさの指標とした。さらに，レジン成分の Str.mutans の増
殖に及ぼす影響を調べるため，最初にBrain Heart Infusion培地 (BH 1) を溶出媒とした各種濃度の
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レジン成分溶液に， Str. mutans B 13株を接種後，菌増殖を波長550nm の吸光度 (OD) により測定
した。ついで，寒天平板培養により 12時間培養液の生菌数を算定した。一方，モノマーについてはその
24時間培養液を凍結乾燥し乾燥菌体重量を算出した。特に，トリエチレングリコールジメタクリレー
ト (TEGDMA) ではその存在下で増殖菌体への CHJ ーチミジンの取り込み量を測定し，総菌数
の指標とした。最後に，高速液体クロマトグラフィー (HP L C) により複合レジン溶出液の定性およ














含有した培地中では Str.mutans の凝集が促進されるためと推察された。そこで， TEGDMAにおい













本研究は， Streptococcus mutans B 13株を供試菌として，複合レジン溶出成分が不溶性グルカン合
成および菌増殖におよぼす影響を調べたものである。その結果，複合レジン構成成分であるレジンモノ
マー，とくに適度な濃度のトリエチレングリコールジメタクリレート (TEGDMA) に著明な不溶性
グルカン合成および菌増殖の促進作用を認めた。さらにこれらの所見から複合レジン表面でのプラー
ク形成に，レジン表面から微量に溶出するレジンモノマーが大きく関与する可能性のあることが示唆さ
れた。この業績は，複合レジンとくにその溶出成分とプラーク形成との関係の一端を明示したにとどま
らず，レジンに抗プラーク機能を付与する上での貴重な手掛かりを与えたものであり，歯学博士の学位
請求に十分値するものと認める。
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